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研究成果の概要（和文）：『学歴と格差の経営史―新しい歴史像を求めて―』（日本経済評論社)の出版、数本
の論文（レフェリー審査付）によって、従来考えられてきた学歴別の雇用制度の発生時期を特定し、学会全体の
歴史認識に対して批判を行った。今後、この領域において、学籍格差の形成のメカニズムや戦前における日本の
総合商社の強さに対する分析が大きく前進する成果であった。

研究成果の概要（英文）：I published the following achievements in this study period.
The Assessment and Real State of Tertiary Education Graduates Employed by Japanese Companies during 
the Pre-War Period, The Japanese Research in Business History , Vol.34, Business History Society of 
Japan, 2017,  pp.47-74, Gakureki to Kakusa no Keieishi ; Atarashii Rekishi; wo Motomete [A Business 
History from the Perspective of Differences in Educational Backgrounds ; In Search of a New 
Historical View]. Tokyo: Nihon Keizai Hyouronsha, 2018, Comarative Study to the Organizations of 
Japanese Trding Companies in Austrakia Inter War Period,Meiji Univ.Social Science Vo.56,No.1,2017,
pp1-66.
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１．研究開始当初の背景 日本の総合商社研
究はその卓越した国際競争力のために、１９
７０年代後半、「日本的経営」論等、優秀な
日本型企業の典型として分析が開始された。
歴史研究においても、なぜ日本にだけこのよ
うな特異な業態が発達したのか、「総合商社
発生の論理」等のフィールドが確立した。 
ただこの段階ではその優秀性の一つに優
秀な「大卒者」を早期に人的資源の核に置い
た点などが注目されたのであるが、その後の
実証研究の深化によってこのロジックは大
きく後退を余儀なくされてきた。 
新たな史料の発掘によって、戦前の三井物
産では確かに高学歴者を多数採用し、内部労
働市場を堅持していたものの、中等教育まで
の学歴の社員の待遇はほとんど大卒者と同
等で、昇進についても対等であった点が判明
してきた。本研究は、上の点などこれまで筆
者のプロジェクトで判明した実際の戦前期
三井物産の雇用システムを前提に、では本当
に戦前期三井物産には学歴別配置や学歴に
リンクした人事は見られなかったのかを反
証する試みである。 
 
２．研究の目的 本研究の最大の目的は以下
の二点にある。第一に、現在の学界における
ホワイトカラー人事制度史研究の主な潮流
である「定量的分析」だけでは欠け落ちる論
点を補足すべく、職務特性や職場環境など職
員の「心性」に影響する諸因子の「変数化」
によって「定量・定性的分析」による解析モ
デルを提示することである。そして第二に、
ここで得た諸変数を他の研究グループと共
有することにより、学界全体におけるホワイ
トカラー史分析のレベルの大幅な向上、進化
を図ることにある。 
 
３．研究の方法 本研究の最大の特徴は、上

述のように他研究組織で展開している名簿
に対する計量的分析では欠け落ちる論点、職
員の「心性」に直接影響する諸因子の「変数
化」によって、リアリティある職場社会を再
現することにある。 
従来型の研究において解析処理されてい
るのは左図の左側の列、つまり学歴、年齢、
給与額、職位、配属などのきわめて単純なデ
モグラフィック変数である。これらについて
は我々も既に本研究につながる一連の研究
組織において新発見された名簿データ（後述
の NAA、NARAⅡ（米国国立公文書館）、三
井文庫から発見）等についてほぼ収集を終え
ているが、本研究の斬新性はこれだけをパネ
ル・データ化するのではなく、上述の「三井
物産シドニー支店長デスク史料」によって、
左図の右列、網掛した営業成績以下の諸項目
をさらに追加する点にある。 
それは「見た目」のキャリアパス、たとえ
ば主任→課長→部長などの昇進歴や職務歴
だけではなく、そのキャリアパスの「中身」、
つまり配属職務の花型・非花型・専門性の高
低・担当期間の長短・配属先規模や距離、そ
してさらに相談できる環境の有無（職場およ
び家庭）など「職場ストレス」と関連する諸
項目も含めて変数におきかえることを意味
している。これら諸因子はもちろん直接的に
心性を表してはいないものの、ここで新たに
付加した諸項目は心性への直接的影響が従
来のデモグラフィック変数をはるかに超え
て大きいと判断している。 
この方法から、本研究では戦前期における
三井物産豪州拠点で長期にわたって羊毛バ
イヤーを務めた青木繁二郎（21年間シドニー、
メルボルンに在勤）を分析対象として、その
営業成績、これが作り出す月給・ボーナス査
定と実績、そして職務特性からどのような位
置にいたのかを分析する。日本における毛織
物工業の発達状況から、日本製の製品は海外
で販路を持つことはなかった。それは主に日
本国内需要を賄うための工業となっていた。
そこに原料を卸す商社は多くあったが、マー
ジン等を避けて調達コストを減らすには、羊
毛競売が行われる原産国（豪州、ニュージー
ランド、南ア）に赴き、そこで直接落とす方
法が選択されたのである。このように、日本
の羊毛～毛織物を専門とする商社の担当者
は購入先、つまり原産国と販売先、つまり国
内工場周辺の二つの拠点を行き来する異動
を余儀なくされていた。これに対して、他の
営業品を取り扱う営業マンは「雑貨掛」とし
て様々な商品の企画、販路開拓が可能となっ
ていた。雑貨掛はいわば、ジェネラリストと
して世界の物産の拠点に転勤可能であった
といえよう。これに対して購入先と販売先の
二カ所しか異動拠点のない羊毛掛はそのジ
ョブラダー、転勤先の少なさから特に、その
バイヤーの在勤は長期化した。この長年の海
外勤務がどのように青木の心性を作り出し
ていったのか、その生活環境を類推しながら、
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このような配置がもたらすストレスを避け
得た同僚との比較によって、戦前期に萌芽が
作り出されてきた学歴別配置を示唆してい
きたい。 
 
４．研究成果 三井物産豪州拠点における羊
毛掛に対する実証的分析は以下の論考によ
って成果とする。「戦前期三井物産豪州支店
羊毛バイヤーの人事に対する分析」『明治大
学社会科学研究所紀要』（掲載予定）。 
本研究では、上記の分析対象に対して上記
分析方法からの接近を試みた。これによって、
長期に同一職種に在勤した青木の経済的処
遇は同期間に同所で勤務した営業マンに比
較してきわめて恵まれていた点が抽出され
た。これはその社会的処遇、長期間在外勤務、
転勤なし、同一職種への専従（ジョブローテ
ーション皆無）という専門職、スペシャリス
ト特有の問題の裏返しであった点が推測さ
れる。彼がメインバイヤーとなっていた拠点
はシドニー支店から距離があるメルボルン
出張所で、その人員規模も、専任職員 7名以
下の小規模なものであった。数名の同僚も、
その営業分野は「雑貨掛」つまり、綿絹織物、
小麦や鉱物、金属や機械など多くのバラエテ
ィがあったため、羊毛競売に明け暮れる青木
の相談相手は多くはなかっただろうと推測
される。彼ら雑貨営業マンの出自は大卒であ
り、実業学校出身の青木にはさらに孤独な環
境となっていたと思われる。 
のち、妻帯して家族とともにメルボルンで
の生活を営むものの、妻の病気、医療費の申
請時には（当時の三井物産では派遣職員の医
療費は支店の間接費用から支出する構造で
あった）、出張所長の決済関係文書からは青
木に対する日ごろの態度に対する感情が見
え隠れする点も印象的である。最終的には、
堤支店長時代、1938 年に支店長宛の転勤希望
の上申書を青木はつづっている。本研究では
この上申書の大部分を上げ、スペシャリスト
養成の必要性とそれを避けて多くの転勤先、
ジョブラダーを持つジェネラリストへの営
業マンの転出希望を描き出すことで、スペシ
ャリストとして投入される実業学校出身者
の心性について分析を展開した。 
また、本研究はその領域の広がりからさら
に多くの成果を生んだ。以下、主な業績欄に
おいてそれを記す。 
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